









ゲーテの戯曲 Iphigenieauf Taurisにおいて， Tantalusは尊大さと不
誠'長さによって，神々の許から追放されるo "Ubermut I Und Untreu 
sturzten ihn von Jovis Tisch I Zur Schmach des alten Tartarus 
hinalコ"(第 l事第 3J易)その結果， TantalusのI児いは苛酷な運命として
一族の上にのしかかってくる。彼が神々の椅子から降ろされたとき，運命
の!J.神たちが声を揃えて歌を:歌った。これが節 4-~;;~節.s J，jで Iphigeni巴を
ilして切らかにされる "dasLied der Parzen"である。
Tantalus一族のりGいの一つ，彼の係に当る2人の兄弟で， それとは知
らず白分の子供を食べた Thyestに向って， Atreusがその手足を投げてや
ったときの "Sowendete die Sonn' ihr Antlitz weg I Und ihren ¥Vagen 




になる。実際 dasLied der Parzenのなかには "nachtlicheTiefen"， 
"im Fin旦主，!!."， ，1弘弘licheHohl叫了などと歌われ，この1古関がTan-








後年ゲーテは， "die tragsiche Schicksalsidee der Griechen'¥)につい
て，エッカーマンにこう語っている。 "Dergleichenist unserer jetzigen 






らである。では，ゲ- T のそのような，unantik' な}~はどこにあるのだろ
うか。





神々に対しては， "Das sterbliche Geschlecht ist viel zu schwach". (第 1
幕第3場)Tantalusでも人間の力は弱すぎた。それゆえ "Sowar I Auch 
sein Vergehen menschlich" 0 (第 1幕第3場)彼の罪は，運命による必
然、的なものではなく て， menschlichなも のだったのである。古代の述命
観に対して，これがゲーテの思想の特徴をなしている。 Tantalus の罪を
このように人間の立場から解釈したゲーテは， Gotterについてさえ，












能刀との不均合に帰して考えてよいのではないかo "Shakespeare und 
kein Ende"2)のなかで，ゲ一テは， "tλtr日ag♂lS武cheMomenteぜ"として古古.代に
おお‘いては "da出sUnver出h邑剖lt旬niおsz、w叩V竹iおschenSollen und Vollbrir口mg酔enぜ1γ" を挙
オ げ 近代忘品 Sおollen~ 







らかにしているのは次の言葉である。 "Ausden Winkeln schleichen ihre 
Gefahrten， / Der Zweifel und die Reue， ....“(第3幕第 1場)罪の淵






とになる。 Zweifelや ReL1eは，他者には及ばないで， Orest個人の問












































ろう。 G.Hauptmannの作品に "Iphigeniein Delphi" というのがあ
る。この作品の問題点の 一つを，ゲーテの作品川1phigenie"の一例の
Parzenliedと結びつけて解釈している研究者3) がし、る。 これら両者の関





かとその彼方とを表わしているかのようだ。，，1mletzten Teil der 
Tetralogie verschmerzel die beid巴11Gottinnen zu einem Ganzen， was 
durchaus im Sinne des griechischen Mythos ist. J etzt herrscht Artemis 
als H巴kateim Taurerland4)." 確かに Hekateは，あの "n邑chtliche
Tiefen"のなかに(1:んでいるのだ。ゲーテのjLl似を現代のほIJ作家のそれと
II~ー祝するわけにはゆかないが， とにかく IlIjじ Tantalus家の Finsternis
として，相通じ合うものを合んでいる。だから こそ， Hauptmannの
Iphigenieについて次のようにいえるのである。川Siescheint jel1en 
grausamen alteren Gottern verwandt， die Orest verfolgten und die 










出すことができょう。 "Alemenschliche Gebrechen I Suhnet reine 
Menschlichkeit." 7) menschliche G巴brechenのなかには， この作品を顧


















一人の人間のなかに，menschliche Gebrechenと reineMenschlichlωit 
との相反するこつのものがあって，その人聞が，無限なる存在者の前に立
っときどんな姿をとるのだろうか。それが，人間的な弱さをもって立つと
き， m 1 ;，}.第 31湯の Tantalus同様閣のなかに突き落されてしまう。無限
的な存在者に対して，彼は有限的なものにすぎなし、。しかし，第 3-f，'f第 2





せるものとして，解釈するとき， "das Gottliche" 8) のなかの詩句，入Nir






があるだろうか。直拡勾にではないが，第 3J;t'~第 1 .lJ，]で，神々と人間との対
比から， "lhr (Gotter) alein wiβt， was uns frommen kann，/Und 
schaut der Zukunft ausgedehntes Reich / Wenn jedes Abends Stern-







次に Orest からは直銭高[~れ， 有限と無限の問題を，ゲーテの内部に立
ち帰って，詩人の思想、を追ってみるo "Studie nach Spinoza" o)のなかで
この問題について直接論じられている。この相反するこ者の問に，生命の
概念が取り入れられて，次のようにまとめられているo "em emge-










ある。卸 2在日の終木近くで，ぷ{史たちが， "Wer immer strebend sich 










"Iphigenie" の注釈で "die biographischen Voraussetzungen des 
Dramas"という見出しの下に，次のような文市がのっている。
"Hattc dcr Glaubc an die schりpferischeMachtigkeit des Menschen 
in dcr Gestalt des Prometheus ein mythisches Symbol gefunden. ー-
auch dic Erkenntnis der tragischen Zweideutigkeit der Genialitat 
verdichtct sich in cinem Symbol aus dem Umkreis des antiken 
Mythos und der antiken Sage， in dem des Tantalus und im beson-














られなし、。こういう Orestに対して Prometheusは "Ichbin' kein 
Got仁川13)と云ってゼウ スに1'1ら逆っている。 Prometheusの反抗は非常に
杭極的で， 自分の能力によって，f!l1の許から追われるのではなく ，神を逆




















人々を唱っているのであるが，後年 "Bedenkenund Ergebung" 16)を，!?
いた時には， 態度が一変してしまう。
ゲーテは思索とJ1剣に取りくむとき，次のようにいわなければならなか
っ7こo "zwischen 1dee und Erfahrung (scheint) eine gewisse Kluft 
befestigt. die zu uberschreiten unsere Kraft sich vergeblich 
bemuht'17)そして，尖際思索に向うとき，ゲーテは背悩する存在でしかな
し、o "eine Naturwirkung. die wir der Idee gem孟0・ ・・denken solen， 
scheint uns in eine Art Wahnsinn zu versetzen.'¥s)その結果。あの例の
織物は， 実は，この背悩からの逃亡でしかなかったと作1'1されるo "Wir 
(fluchten) uns bilig zu einiger Befriedigung in die Sphare der 
Dichtkunst." "unwiliger Ausruf"19)詩f乍は， .fi、宗からの逃げ道だとま
でいわれなければならないほどで為る。
この紐の75?しみは，もっと大きな戸でH呼び続けなければならなし、。ゲー
テは "UnwilligerAusruf"のなかで，，1ns Innere der Natur咽 jO! du 
Philister !jDringt kein erscha妊nerGeist."更に十行ほど下ってみると，
"Natur hat wedcr Ker叫NochSchale. j Dich prufe du nur alerm巴ist，j





































るが，人，Venn.. . . alles um dich (=Pandora) her j Versinkt in Nacht， 
. . jDann stirbt der Mensch.“23) これは Orestの死亡と比較してそう大
たはないであろうが，次の?守某:は， Prometheus的な死の体験といってよ
いだろう。 "Wennales ・ / Im sturmenden Genus sich aufgelost，j. . 
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Ein Ver5uch uber die Ge5talt vom Ore5t=Goethe 
Satake Schoichi 
Es sind Ubermut und Untreue， die Tantalus von Jovis Tisch 
sturzen. Ubermut und Unterue gehoren zum menschlichen 
Vergehen， aber nicht zu seinem eigenen Schicksal. Darin besteht 
Goethesneue Auslegung， die sich vor uns in seinem Drama "Iphi-
genie auf Tauris" entwickelt und einen au妊allendenGegensatz 
60 
?;uτAntike bildet 
"Di巴 nachtlichenTiefen“ im Parzenlied deuten an， wohin 
Ta日talus gesturzt wird. Und in dem Drama leidet Orest 
unter der Sunde des Muttermords. Die Eumeniden verfolgen 
ihn hart. 1n gl巴icherWeise wie bei Tantalus last sich die 
Finsternis bei Orest innerhalb des menschlichen Vergehens behan-
delt. Sein Verbrechen凶 durcqZweifel und Reue symbolisiert 
Die Erlosung Orests bedeutet die Flucht aus der n邑chtlichen
Hohle. Je巴ns託悶eitおsder Na抗ch比l此t1叩 111 eぽrd血a泊sUn巴n此dl仙i允che巴rreich巴日
wa邸sdie Erl。ぬSUll屯giおst. 
Aber was bedeutet hier "die Finsternis"? Das mocht巴
ich betrachten， Goethe mit Orest vergleichend. 1n Orest sind 
die Leiden der Genialitat zu erkennen. Auf welche Weise 
spiegeln sie sich in Goethe als Kunstler ab? 
